
　　平成26年度　指定管理者業務報告一覧　（1／2）

1 2 3 4 5 6 7 8
施設名 長生園 救急医療センター 総合福祉会館 田貫湖キャンプ場 天子の森 柚野の里活性化施設富士山天母の湯 新稲子川温泉ユー・トリオ

指定管理者 社会福祉法人富士厚生会 富士宮市救急医療協会 富士宮市社会福祉協議会 田貫湖キャンプ場運営委員会 天子の森運営協議会 大鹿窪区 ㈱ユアーズ静岡 ㈲湯楽里

利用状況 （平成27年3月31日現在） （県有施設分も含む） （ｷｬﾝﾌﾟ&ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ）
入所者49人（男性26人、女性23人） 21,908人（21,697人　100.9％） 119,863人（116,137人　103.2％） 141,137人（135,890人　103.9％） 4,665人（5,407人　86.3%) 4,777人（3,800人 125.7%) 82,669人（83,558人　98.9％） 64,114人（58,400人　109.8％）
期間中の退所者8人、新規入所者9人

― 265,857,644円（257,931,659円　103.0％） 4,858,490円（4,964,100円　97.9％） 4,480,850円 ― 入館料収入35,296千円 33,050,575円（31,136,000円　106.1％）
※診療報酬 （4,728,500円　 94.8%) （35,633千円　 99.1％）

苦情、要望 2件 19件　 １件 1件 なし ｱﾝｹｰﾄ回収件数 75件 8件
内容 要望2件（畑作業、定期的なｼｮｯﾋﾟﾝ

ｸﾞの実施）
（苦情や要望が発生した場合は、速
やかな対応を行うよう依頼）

食堂満足度 「普通」 60.1%
接客・態度 「満足」 64.3％
次回来るか 「来る」 91.7％

苦情4件（施設利用1件、施設環境3
件）
要望4件（施設利用2件、施設環境１
件、その他１件）

利用者の要望把
握方法

利用日誌による把握 継続的なｱﾝｹｰﾄ実施と受付担当者と
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる把握

意見箱の設置
職員会議での協議による改善の取組

(継続的なｱﾝｹｰﾄの実施を依頼） わかりやすい掲示の徹底
お客様への積極的な声掛けの実施

事故、緊急事態 ３件 なし 12件 なし なし なし 1件 2件
内容 熱中症や脱水症状による体調不良 体調不良　2件

駐車場での車両接触事故

（早い段階での適切対応を指示）
事故・緊急時対策 緊急連絡簿作成、協力病院との連携 職員連絡網作成と緊急出動の徹底 管理人による場内見回りの徹底 ﾏﾆｭｱﾙの策定 ﾏﾆｭｱﾙの策定

夜間非常招集職員動員訓練実施 緊急対応ﾏﾆｭｱﾙの周知徹底
近隣派出所への名簿提出 AEDの取扱いの再認識 報告連絡の徹底

危険箇所の見直し

（定期的な訓練の実施を依頼）
防犯対策、防災対策 夜間宿直、ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑを整備 地元交番への連絡体制の確認 防災訓練の実施

芝川駐在所による定期巡回の実施
防犯ｶﾒﾗ・防犯灯の設置
見回りの実施

（他機関との連携による防犯防災体制
の充実を依頼）

（夜間の監視や巡視の徹底）
サービス向上策 災害時の非常食の充実（３日→７日分） 医療設備の更新 ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ、給水管の補修 送迎ｻｰﾋﾞｽの拡大（少人数でも対応）

新しく行ったこと 炊飯棟流し、管理棟下溝床板修繕 子供無料券の発行
改善したこと 　→調理室機材の拡充 南釣り桟橋修繕 富士山関連のお土産ｺｰﾅｰの設置
自主事業等 　→ﾎｰﾙへﾍﾞﾝﾁを設置 田貫湖へら鮒釣り大会の実施 ﾌﾟｰﾙ教室の実施回数の増加

申請書のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載及び簡素化

職員研修等 自治医大看護師研修への参加 （適切な人員配置を依頼）
法令等を遵守した管理運営 県東部の人気施設の視察研修の実施
障がい者、高齢者へのいたわりを
もった対応の徹底

受付時に利用しやすい
場所へ案内を実施

駐車場から施設への階
段通行に注意を払う

ｽﾛｰﾌﾟ通路のﾀｲﾙ補修、車椅子の貸
出、大広間に低い椅子を設置

高齢者へはっきりした声での対応、利用客
に応じた細やかな対応を実施

（継続的な注意を依頼） （継続したきめ細かい配慮を依頼） （引き続き細やかな対応を行うよう依頼）
広報の実施状況 救急医療ｾﾝﾀｰの概要発行 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの定期的な更新

広報ふじのみやへ適正利用のお願 観光施設等へのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの設置
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの定期的更新による情報
提供

いを掲載（３月号） 社協広報紙や地元新聞への情報提
供、利用者へのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布

（様々なﾂｰﾙを利用した効果的な工
法を依頼）

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの定期的な
情報発信を依頼）

（旬な情報提供の継続
実施を依頼）

（ﾏｽｺﾐへの情報提供やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄでの広
報活動を今後も行うよう指示）

地元新聞への広告掲載を定期的に実
施（定期的な情報発信を依頼）

経費削減策 非常用照明のLED化
新電力入札の実施

ｷｬﾝﾌﾟ場ｽﾀｯﾌによる簡易な修繕の
実施

補助暖房用としてのﾌｧ
ﾝｽﾄｰﾌﾞの利用

仕入原価の引き下げや、間引き点灯に
よる節電の実施

各部屋の間引き点灯の実施 消耗品、燃料、電気の節約の徹底
太陽光発電・備蓄装置の設置 （継続的な実施を依頼）

（積極的な節電の実施を依頼）

施設管理委託業者の見直しによる経
費削減、見積もり合わせによる仕入原
価の削減

「すずめの楽校」開校に
よる年間を通した世代
間交流の実施

無人販売ｺｰﾅｰの料金ﾎﾞｯｸｽの破損
及び金銭被害

会館内外の巡視、監視ｶﾒﾗでのﾁｪｯ
ｸ、閉館後の警備会社による警備

繁忙期の見回り強化
（事故等の未然防止に努めるよう依
頼）

（修繕が必要と思われる箇所の速
やかな連絡を依頼）

（ｲﾍﾞﾝﾄの積極的な周知・ｻｰﾋﾞｽの
充実を依頼）

入館者が集中した際は、水が不足する
可能性があるため、1時間ごとに給水ﾀ
ﾝｸの確認を実施

多彩なｲﾍﾞﾝﾄを実施し、短期間でﾎﾟｲﾝ
ﾄが貯まるようにするなど、利用しやす
い施設環境に努めた。

食堂にﾌﾗｲﾔｰを導入し、多種多様なﾒ
ﾆｭｰ構成とした。

（ﾒﾆｭｰの充実で、満足度は大きく高
まったように、利用者の有益となる事
業を今後も実施していくことを指示）

利用者からの要望を反映
　→浴室時計の設置

（継続した経費節減及び管理方法の
工夫を指示）

ｲﾍﾞﾝﾄ開催予定をﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ・新聞社
へ情報提供を実施

警備会社との連携を密にした防犯体
制の確立（防犯ｶﾒﾗ2か所、防犯ﾍﾞﾙ
4ヵ所設置）
防災訓練時における職員配備体制
についての研修の実施

LED照明への変更、光熱水費につ
いて昼間の照明50％ｶｯﾄ等の節電
対応

ﾃﾆｽｺｰﾄ・駐車場をｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場として
解放

高齢者の日常生活動作に応じた適
切な配慮及び対応（車椅子や歩行
器等の貸出し）

（適切な人員配置及び必要な研修の
実施による職員の資質向上を依頼）

(入所者に喜ばれる、身体状況及び
ﾆｰｽﾞに応じた積極的な自主事業の
実施を依頼）

（常に施設への気を配り可能な限り
の対応を依頼）

（事故・緊急時の体制づくり及び事故
の未然防止のための積極的な訓練
への参加を引き続き行うよう指示）

（高齢者の利用が増加傾向にあること
から、入浴時や場内の自動車事故等
への注意を指示）

看板の設置や受付時に注意喚起を
行うなど、事前の注意喚起の実施 （防犯・防災意識を持ち、定期的な訓

練の実施及び地域との連携を通した
適切な対応を継続していくよう指示）

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰｻｲﾄへのﾃﾝﾄ、
椅子及びﾃｰﾌﾞﾙｺﾝﾛの設
置

空調の効率化を図るた
めの集会室天井扇の活
用

（農業・農村活性化のた
めの実施事項の計画
的な推進を依頼）

（今後も迅速な対応及び適正な対応を
依頼）

（ﾌﾟｰﾙ誘客の努力の継続と、ﾌﾞﾛｸﾞ等の
ｿﾌﾄ面での情報発信も併せて続けてい
くよう依頼）

緊急対応についての再確認及び全職
員での訓練の実施

苦情１件（施設利用１件）

（苦情要望等の対応につ
いては、速やかに行うよ
う指示）

（こまめな井水の確認によるﾄﾗﾌﾞﾙの
未然防止対策を行うよう指示）

（近隣のｷｬﾝﾌﾟ場や宿泊
施設等と提携したｻｰﾋﾞｽ
の提供、蛍の観察会等
の実施を引き続き行うよ
う依頼）

「柚野の里ﾈｯﾄ」による
情報発信

（運用に支障の出ない範囲での対応を
依頼）

電話受付時による要望
把握や、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの問
合せによる把握

自主防災計画及び地震防災計画を
策定し、職員教育と訓練を実施
（日頃から防犯、防災意識を高め、
計画に基づいた訓練の実施を指示）

県老人福祉施設協議会研修、富士
圏域職員研修会等への参加

超音波画像診断装置を更新し、二次
救急への搬送判断の的確な実施

（入所者の処遇を維持しつつ、経費
節減に努めるよう依頼）

LED電球への変更
太陽電池ｶﾞｰﾃﾞﾝ灯の設
置

基本協定書、年度協定書に基づき、
老人保護措置費支弁額の範囲内で
請求及び精算処理を実施

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる田貫湖情報の発
信、観光展でのPR実施

（積極的な節電の実施を
依頼）

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発
信

新設行事として、ﾏｸﾞﾛの解体ｼｮｰの
実施

（利用者にとって利用しやすい施設
環境づくり、目的に沿った事業の実
施を依頼）

接遇研修、救急法講習会、新会計研
修会等へ参加

各種教室の開催（調理実習・太極拳
教室子育てｲﾍﾞﾝﾄ等）

喫煙室を廃止し、新たなﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ施
設の設置

地域ｲﾍﾞﾝﾄ等の開催時
のﾄｲﾚ解放

警備会社による時間外の
防犯警備強化

毎月の区会等での周知
並びに防犯意識の啓発
防犯・防災体制の確立

ｶﾗｵｹ設備を導入した遊竹庵の多目的
利用の促進

利用者数（前年度、
対前年度比率）

利用料金（前年度、
対前年度比率）

（要望について職員間の情報共有等
から積極的に状況把握に努め、適切
な対応を引き続き行うよう指示）

25件
苦情20件（診療行為6件・接遇11件・
診療体制2件・調剤１件）、お礼３件
（診療行為2件・接遇1件）
要望２件（施設環境2件）
(継続的な苦情等の実態把握と適切
な対応を指示）

意見箱の内容を職員に口頭や文書
にて周知し、職員間での情報共有及
び方策の検討

（今後も経費節減に努めるように指
導）

障がい者、高齢者
等への配慮

自動販売機・券売機への点字表記
介助員の配置、各階への車椅子の
設置、入浴施設の衛生環境の強化

入所案内を入所希望者の体験入所
時に配布、自作ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成

各団体（町内会・小中学校）からの要
望に応えた施設案内の実施

(入所者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図るうえで
必要なものであるため、継続的に実
施を行うよう指示）

運営委員会（月1回）、利用者全体会
（月1回）上記定例会議を開催し、利
用者の意見を聞きながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝをとり、運営の効率化と利用者の処
遇向上を図る。

利用者の無断外出、利用者間のﾄﾗ
ﾌﾞﾙ

（今後も本人への対応や身元引受人
等への対応が適切に行われるよう
指示）

要望１件（施設利用１件）

（ｸﾚｰﾑには丁寧に対応し、逐次内
容を報告するように依頼）

北、南の施設管理人と事務局との
密な連絡を通した要望把握、掲示
物等による事前の注意喚起によるﾄ
ﾗﾌﾞﾙ防止

（要望やﾄﾗﾌﾞﾙに対し、引き続き迅
速な対応を行うよう依頼）

利用報告書、ｱﾝｹｰﾄ、地区社会福祉
協議会総会、会館利用者から要望を
把握

(ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ・湖畔荘分）2,559,600円
（2,871,570円　89.1％）

（行政・医療機関等との協力体制の
構築、維持に努めるよう指示）

夏場の利用客集中時の井水減水によ
る入場者制限の実施

（不測の事態に対応できる継続的
な体制の確立を依頼）

（ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等を通じての情報伝達、調
整による丁寧な対応を依頼）

（今後もｱﾝｹｰﾄ等を利用した、きめ細
やかかつ親切丁寧な接客を依頼）

身元保証人等の確定・変更の行政
への依頼

（緊急時における利用者の安全確保
及び市への報告を指示）

要望13件（施設利用3件、施設環境
10件）、苦情6件（施設環境4件、施設
利用2件）
（利用しやすい施設を心掛け、要望
に対し柔軟・適切な対応が引き続き
図れるように指示）

職員による状況確認、看護師による
応急処置と必要に応じた救急車の手
配

(お客様の負担にならない範囲での引
き続きの節電を依頼）

ﾎﾞｲﾗｰ、空調等の運転を極力手動とす
ることでこまめな運転管理の実施

（利用しやすい機関を目指し、継続し
たｻｰﾋﾞｽ向上と業務改善の心掛けを
指示）

ﾎﾀﾙ鑑賞、植物観察会
等の開催

※太字（　）内のコメントは、管理者からの報告に対する担当課の分析、指示事項です。



　　平成26年度　指定管理者業務報告一覧　（2／2）

施設名

指定管理者

利用状況

苦情、要望
内容

利用者の要望把
握方法

事故、緊急事態
内容

事故・緊急時対策

防犯対策、防災対策

サービス向上策
新しく行ったこと

改善したこと

自主事業等

職員研修等

広報の実施状況

経費削減策

利用者数（前年度、
対前年度比率）

利用料金（前年度、
対前年度比率）

障がい者、高齢者
等への配慮

9 10 11 12 13 14 15
富士宮聖苑 墓地 都市公園 児童館、勤労青少年ホーム 市民文化会館 富士宮市体育施設（芝川体育施設含む） 駅前交流センター

㈱やすらぎ産業 富士宮市振興公社 富士宮市振興公社 富士宮市振興公社 富士宮市振興公社グループ 地域ステップアップサービス㈲ 富士宮市振興公社
明星山公園野球場、城山公園運動場、朝霧自然公園(アリーナ)

― ― 43,557人（42,910人　101.5％） 児童館　12,726人（14,927人　85.3％）　 3,489件（3,576件　97.6％） 575,408人（562,795人　102.2％） 65,391人
ホーム　3,642人（8,264人　44.1％） 199,915人（214,592人　93.2％）

― ― 2,580,035円（2,477,600円　104.1％） ― 19,376,901円（21,420,449円　90.5％） 44,753,723円（42,428,916円　105.5％） 12,637,390円
（平成26年度をもって閉館）

17件 3件 23件 なし 2件

窓口に意見箱を設置
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの意見欄による把握

市民からの要望等に対し必ず結果報告

なし 17件 1件 2件 3件 27件 １件
施設利用時の児童の転倒事故 2件 体調不良2件

けが１件

（夜間巡視及び防犯体制強化を指示）
緊急連絡体制の確立、周知 対応ﾏﾆｭｱﾙの周知徹底、体制整備 緊急時対応ﾏﾆｭｱﾙに沿った体制整備 緊急時対応ﾏﾆｭｱﾙの周知徹底 災害想定をした避難誘導訓練の実施
火災避難訓練の実施（10月） 利用者からの通報には直ちに対応 防災訓練の実施（8月・2月） 月1回の救急箱と医務室の点検実施

AED機器の定期点検 緊急時の簡易対応ﾏﾆｭｱﾙの掲示

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ要請に対しての迅速対応

見通し確保の為の植込みの調整
定期巡回による不審者不審物の確認

開園・閉園時の見回りを実施、閉園時
には進入路を閉鎖施錠（朝霧霊園）

白尾山公園等へ災害救済ﾍﾞﾝﾀﾞｰ型の
自動販売機の設置

閉館後の警備会社による警備実施、さ
すまたの設置

定期的な剪定による死角箇所の減少、
混雑時の駐車場･ﾄｲﾚ等の巡回実施

施設内に防犯ｶﾒﾗ及び災害救済
用自動販売機の設置

繁忙期（盆・彼岸）の見回り強化 避難指定公園の施設点検の強化 （不審者に対するより一層の注意を依頼） 未使用施設の施錠を徹底 （今後も防犯対策に努めるよう指示）

ﾊﾞｹﾂ、柄杓等の備品補充 大会時の照明を1/3から1/2へ変更

参道・駐車場の花壇設置（舞々木墓地） ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室のﾏｼﾝの入替えを実施
公園用ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰの変更 異世代・国際交流ｲﾍﾞﾝﾄの実施

県民の日及び富士山の日の無料開放

接遇研修の実施（5月・11月） ｽｲﾐﾝｸﾞ指導員資格の取得
（危険物取扱等資格の取得を依頼） 赤十字救急法基礎演習等の受講
車椅子3台を常設
（継続したきめ細かい配慮を依頼）

車椅子を1台配置（朝霧霊園）
（継続的な配慮を依頼）

障がい者用車両に対するきめ細やか
な対応を実施

階段昇降時の職員の介助
（職員の創意工夫ときめ細かい配慮を

赤外線補聴ｼｽﾃﾑ受信機の利用促進
車椅子のわかりやすい位置への配置及

車椅子希望者への速やかな提供
階段等の色別表示

公園使用申請の簡便化 依頼） び定期的な空気圧のﾁｪｯｸ 歩行困難者等への階段の付添い
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる行事案内

（利用者への情報提供が必要と判断
する場合は、広報を行うよう指示）

（わかりやすいﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにしていくとと
もに、的確な情報提供を依頼）

ﾏｽﾒﾃﾞｨｱへの広告掲載
（継続的な各種広報の充実を依頼）

（社会教育・国際交流・市民交流
活動の積極的広報を依頼）

消耗品・燃料・電気の節約を徹底
剪定などの庭園管理を職員にて実施

内部で対応可能な業務の外注廃止
紙の両面使用、裏紙使用

水道ﾒｰﾀｰの確認をこまめに行い、漏
水や使いすぎの早期発見に努める

利用者への消灯、空調設定温度の協
力により光熱水費節減

照明点灯時間の調整による節電
職員による剪定や簡易修繕の実施

新電力の導入 ｺﾋﾟｰ紙等の管理徹底による経費削減
職員による日常清掃・簡易修繕の実施

(引き続き削減努力をしつつ、市内
業者の選定努力をするよう指示)

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修や消防設備保
守点検等の受講

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを通じた各種講座、「き
ららだより」の作成及び周知

職員の普通救命講習及び刈払機取扱
作業者の技能講習の受講

（不測の事態に備えた定期的な総合
訓練の実施を依頼）

ﾏﾅｰ向上や公園理解を目的とした「愛
犬との暮らし方教室」と「みどりの教室」
の開催

施設の出入口から雨水流入

警察へ依頼し、駅前交番による定
期巡回を実施

ｴｱｺﾝの適正利用の推奨
古紙の再利用、電気や水道使用
料についての日々のﾁｪｯｸ

事故・緊急時の対応体制を設け周
知徹底の実施

小規模授産所連合会による自主
製品の館内販売

駐車ｻｰﾋﾞｽ券を商店街等へ販売

（緊急時に適切な対応が取れるよ
うに医療機関や市等の関係機関
との協力関係の維持に努めるよう
指示）

振興公社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに市営墓地の基
本情報を掲載

ﾜｯｸｽ塗布後の養生期間におけるﾄﾚｰﾆ
ﾝｸﾞ室の開放

外部ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰによる乳幼児の親子体
操の実施
施設職員によるｽﾎﾟｰﾂ教室の実施

朝霧霊園東側、西側区域内に環境整
備の一環として花を栽培

（今後も継続的な実施を依頼）

資源ﾘｻｲｸﾙを目的とした剪定木、落ち
葉の無料配布の実施

職員による低木剪定、簡易修繕の実施

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発信、月刊催物案内
の発行、ﾁﾗｼ等の市内外施設への配布

節電計画による空調機器の計画運転、
蛍光灯等の減灯などの各種節電対策を
実施

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙによる見やすさの
向上

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをﾘﾆｭｰｱﾙし、都市公園の
所在地情報を掲載

「職長・安全衛生責任者教育」「刈払機
取扱作業者講習」等の修了

なし

聖苑内に花壇を設置し美化に努めた

（新箸使用事業については、今後も事
業を継続するよう依頼）

営業外の時間帯においては、警備会
社へ警備を委託

（非常時・不測の事態に備え、適切な
対応を引き続き行うよう依頼）

（社会通年に照らし問題ないものと判
断でき、利用者ｻｰﾋﾞｽの向上に繋がる
ことについては、今後も積極的な対応
を依頼）

ごみの不法投棄被害12件
墓所への雑草放置　  4件
その他（蜂の巣駆除） 1件

（今後も継続した危機意識を持った業
務遂行を依頼）

職員による簡易な修繕・修理の実施、
LED化による省電力化（今後も無駄がないか細かく検討し、

影響のない範囲で一層の努力を依頼）

事務室に常時職員を配置し不審者の
監視、来館者名簿への記入の徹底

盆、彼岸期にﾐﾆ塔婆・線香販売、風防
ﾗｲﾀｰ無料貸出（朝霧霊園）

苦情11件（施設環境11件）
要望  6件（施設環境6件）
（施設の室温に対する苦情が非常に
多かったため、室内の温度調整等は
臨機応変に行い、利用者が快適に使
用できるよう指示）

苦情1件（施設利用1件）
要望1件（施設環境1件）
（駐車場の利用に関する苦情・施設に
関する要望であったが、適切な対応を
引き続き行うよう指示）

ｱﾝｹｰﾄ（箱設置/事業ごと）、利用報告
書、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ御意見欄にて把握

通報18件（施設環境18件）
要望5件（施設環境5件）
（要望等の対応は適切にできているた
め、引き続き実施するよう指示）

（引き続き意見箱等の要望を充分把握
し、速やかかつ適切な対応を指示）

苦情2件（施設環境2件）
要望1件（施設環境1件）
（定期的な巡回の強化や迅速な対応
を指示）

管理人及び清掃委託者からの連絡、
業務日報及びﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの意見欄等
から要望を把握

勤労青少年ﾎｰﾑ及び児童館の各部屋
に意見箱を設置

(交代勤務の伝達ﾐｽ防止、親切丁寧な
接客によるﾄﾗﾌﾞﾙの未然防止を引き続
き指示）

（ﾄﾗﾌﾞﾙを未然に防ぐためにも施設利用
者との事前協議を行っていくことを指
示）

（引き続き苦情・要望に対し適切な対応
を実施するよう指示）

7件
施設利用3件
施設環境4件
（苦情・要望に対し引き続き適切な対応
を行うよう依頼）

意見箱の設置
窓口での受付時や施設巡回・施設利用
抽選会での利用者との意見交換

けが・病気　13件
交通事故　　 2件
防犯関係　　 ７件
その他　　　　 5件

各施設での消火訓練の実施
（引き続き巡視強化及び利用者への注
意喚起を依頼）

利用者並びに一般向けにｺﾋﾟｰｻｰ
ﾋﾞｽを廉価にて提供

18件
要望18件
（施設利用6件、施設環境12件）

（要望等においては即対応を行う
ことを指示）

施設利用者が記入する「利用報告
書」の中の意見欄による把握

（より満足度の高い施設となるた
めに要望対応は重要であり、引き
続ききめ細やかな対応をしていく
ことを指示）

（2階出入口に雨水が流入しない
よう施設修繕を実施）

講座・教室の募集を広報ふじのみや、地方
紙へ掲載、「じどうかんだより」の毎月配布、
子育て情報誌「みかんﾒｰﾙ」の発信

（災害時における市との連携強化を依
頼）

施設利用に関するﾎﾟｽﾀｰの設置及びﾁ
ﾗｼによる各戸家庭への回覧、ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ
への自主教室内容の掲載依頼、ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄへの自主事業要項等の掲載

車上狙い防止のための職員による館内
及び駐車場巡回の実施

富士宮市子ども祭りでの劇公演、
ﾊﾞﾙｰﾝｱｰﾄ体験の実施（児童館）

（土日の変則勤務があるため、職員の
健康管理の留意を指示）

各種公立文化施設協議会への出席と
定期的な職員間の意見交換の実施

（開かれた施設作り、利用者からの意
見や要望を基にした様々な講座の開
催等を評価）

宮信、JA、小・中学校等への直接訪問
による講座案内（ﾎｰﾑ）

（社会通念に照らし合わせ問題がない
と判断できることは積極的に行うよう
依頼）

（様々な方法での要望依頼等に引き続
き対応するよう依頼）

意見箱の設置
（要望等への対応の仕方によっては、
大きなﾄﾗﾌﾞﾙになることも考えられるた
め、迅速かつ適切な対応を指示）

新箸使用事業の継続的実施（毎回、収
骨時は新しい箸による収骨を行ってお
り、1収骨に平均4組の新箸使用）

広範囲の草刈には乗用草刈機を使用
し、人件費を削減

都市公園の位置図、有料公園施設の
利用案内等をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載
各公園及び公社が管理する各施設へ
のﾁﾗｼ掲示を実施

(行き過ぎた節電とならないこと、今後
も業務を見直し、職員自ら対応できる
ものについては、積極的な対応を依
頼）

白尾山、城山、外神東、天母山及び明
星山公園野球場へ意見箱を設置
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからの利用者の声の収集

防災訓練の実施（5月・10月）
（定期的な訓練の実施を依頼）

（同様の遊具のある公園について調査
点検を行い、取替修繕を行った。）

ﾎｰﾑ利用社会代表者会議において要
望等の把握

通報時の即時対応の徹底
対応緊急連絡体制の確立

危機管理ﾏﾆｭｱﾙ・緊急連絡網を作成
し、職員に周知徹底

（事故に対する迅速・冷静な対応を引
き続き実施するよう指示）

事故・緊急時の内容により速やかに市
担当課に連絡し協議を行う

遊具の不具合

（継続した利用者の安心安全の確保を
依頼）

利便性向上のための自動販売機の設
置（城山公園）、ﾄｲﾚ用電球のLED化

小規模授産所連合会の自主製品
の販売、障がい者用駐車場の設
置

館内外の夜間見回り、外灯の球切れ、
ｶﾞﾗｽ破損等の監視強化

施設整備
（北側駐車場の植栽伐採跡の補修及び
土砂の流出防止を実施）

（利用者ﾆｰｽﾞの的確な把握及び適正な
改善は評価でき、引き続き充実した事
業の実施を依頼）

（常に危機意識を持った業務従事及び
防災・消防訓練の定期的実施を依頼）

清掃時に見回りを実施、夜間照明灯の
点灯確認（舞々木墓地）

（全職員への危機管理ﾏﾆｭｱﾙの周知
徹底とAEDの使用方法の確認及び機
器点検の実施を依頼）

※太字（　）内のコメントは、管理者からの報告に対する担当課の分析、指示事項です。


